
以
上
の
史
料
以
外
に
、
心
あ
る
入
た
ら
は
寺
井
町
の
多
賀
東
岳
と
い
く
ノ
先
生
に

つ
い
た
と
言
う
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
息

福
一
嶋
一
で
は
、
教
育
が
何
時
ご
ろ
か
ら
組
織
的
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と

一
言
一
フ
ル
」
翁

教
育
の
先
覚
者
〔

福
嶋
の
教
育

福
嶋
小
学
校
の
開
設

福
一
嶋
八
兵
衛
が
、
よ
の
十
三
番
地
で
習
字
を
議
一
え
て
い
た
。
と
の
記
録
が
残
さ
説

て
い
る
、
よ
の
十
三
番
地
は
、
現
在
の
高
塚
善
衛
さ
ん
の
地
所
の
西
北
に
た
る
”

一
嘉
、
氷
六
年
二
‐
八
五
二
）

参
嘉
一
、
永
三
。
年
（
一
八
五
０
）

稲
積
仁
右
衛
一
門
が
習
字
を
教
え
た
、
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ろ
。

弘
一
化
二
年
二
八
四
ｆ
）

犬
丸
屋
太
郎
霞
石
↑
南
門
が
習
字
を
教
え
た
、
と
い
う
記
録
が
』
残
さ
れ
て
い
る
￥

犬
丸
屋
は
萩
原
氏
の
．
古
く
か
ら
の
屋
号
で
あ
る
、

学
、
十
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
、
上
級
小
学
校
の
各
級
半
年
毎
に
進
級
さ
せ
、
在
学

は
全
部
で
八
年
間
と
決
め
た
。

明
治
八
年
八
月
折
角
通
う
よ
う
に
な
っ
た
、
湊
小
学
工
校
が
火
災
に
よ
っ
て
類

焼
し
た
た
め
、
た
の
三
十
二
番
地
に
福
嶋
小
学
校
を
開
設
し
た
。

次
い
で
明
治
九
年
十
二
月
に
、
修
一
成
小
学
校
と
改
雫
称
し
、
十
一
年
七
月
に
、
そ
の

七
十
番
地
の
地
に
一
移
転
開
校
し
た
。

こ
こ
は
一
げ
ん
く
い
じ
山
」
の
松
林
の
あ
る
所
で
、
校
舎
は
二
階
建
て
、
建
坪
四
十

坪
の
瓦
葺
建
物
で
あ
っ
た
そ
う
だ
、

若
い
と
き
の
「
米
沢
興
三
松
」
が
、
こ
こ
で
屋
号
と
な
る
、
先
生
を
し
た
。

明
治
五
年
に
明
治
維
新
後
の
新
し
い
教
育
の
た
め
に
前
記
の
よ
う
に
学
制
が
決

め
ら
れ
た
が
、
村
岸
べ
で
は
独
自
で
学
校
を
設
け
る
余
裕
が
無
か
っ
た
。

福
一
嶋
勘
は
明
治
五
年
二
月
か
ら
『
加
賀
国
第
二
十
七
区
五
番
組
』
に
組
織
さ
れ
、

赤
井
・
吉
原
・
吉
原
釜
一
屋
と
と
も
に
湊
村
と
同
一
の
組
に
入
っ
た
た
め
に
、
明
治
六

年
三
月
、
湊
村
旧
役
所
を
校
舎
と
し
た
湊
小
学
華
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

湊
小
学
校
の
火
災
と
福
嶋
に
小
学
校
を
開
校

毎
屈
帽
婦
小
．
筆
Ｊ
赫
怪

四
銅
嬉
廻
立
律
‐
八
樟
［
ロ
ゼ

明
治
政
府
は
、
区
学
校
の
規
匪
を
定
め
、
男
女
六
歳
か
ら
私
蔵
ま
で
を
下
等
小

＃‘




